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表1初代培地のオーキシンと発根（置床44日後）
1　は　じ　め　に

ァスパラガスの組織培養による大量増殖は不稔性品種や

育種母体の増殖に有効な技術と思われる。しかし不定芽を

用いて増殖する方法は発芽率及び順化での活着率の低さが

問題であった－）。そこで茎葉からの発芽率及び順化での活

着率が高い発根培養法について検討した。

2　試　験　方　法

品種リンプラスF．メールの茎端部をMS＋NAAl

ppm＋BAO・lppm＋しょ轄3％＋寒天0・8％でカルス形

成・再分化した茎葉の茎端2mⅧを発根培地に置休した。

移植発芽法では．初代培地で4日間培養後継代培地に移

植し，区により発根個体から順次2回目の継代培地に移植

した。無移植発根法では初代培地で培養を継続した。

培養条件は，25℃，30001uxの12時間照明とした。

培養開始40又は44日後に発根率を調査し，爪酎ヒした。順

化は．培地を洗い落とした苗を滅菌済みの用土を入れた5

cm角のプラスチック連結ポットに構え，順化開始10廿後頃

までポリフイルムで覆い　晴夫時は遮光率50％の資材で被

覆する方法で行った。

仙　初代培地のオーキシンの種類と濃度（移植発根法）

lIjA，2，4－D，NAA，lAA　0～10ppm

基本培地：MS＋BA O．1ppm＋しょ糖3％＋寒天

0．8％

（2）継代培地の支持材（移植発根法）

寒天0．8％，バーミキュライト，濾紙（ペーパーブ

リッジ）

基本培地：MS＋しょ楯3％

（3）オーキシンの種顎と濃度（無移植発根法）

ltlA，IAA O．1～7ppm

基本培地：MS＋BA O．lppm＋しょ糖3％＋寒大

0．8％

3　試験結果及び考察

11）初代培地のオーキシンの種頬と濃度（移植先触法）

初代培地のオーキシンと発根との関係を表1に示した。

試験 区 オー キ シ ン 供式 敷 発根 状態 ごと発 根率 圃

m c ＋N R C 」t R

発根 率

Nn 種籾 濃度 （騨） （個 ） 脚

1 0 2 0 0　　 0　　 0　　 0 0

2 I B A　 l 2 0 35　 10　　 0　　　 0 45

3 3 20 65　　　 0　　　 0　　　 0 65

4 5 40 8 0　 10　　 0　　 0 90

5 7 20 8 5　 10　　 5　　 0 100

6 9 20 7 5　 10　　 0　　 0 85

7 2．4 －D O ．】 20 5　　 0　　 0　　 0 5

8 1．0 20 55　　 0　　 0　　　 0 5 5

9 3 0 20 15　 15　　　 5　　　 5 40

10 N A A　 l 20 50　 10　 15　　 25 100

11 3 4 0 46　 10　　 20　　 47 123

12 5 20 15　　 5　　 30　　 55 105

13 I A A　 3 20 10　　 0　　 0　　 0 10

14 5 20 20　　 0　　 0　　　 0 20

15 10 20 40　 10　　 0　　　 0 50

鼠1）初代培地で4日間培養後ホルモンフリーMS寒天培地に移
植し．発根後順次同組成のバーミキュライト培地に移植した0

2）発根率は訳床数に対する％で示した。（培養中に増殖した個
体を含む）。

3）NR：il二常根　CR：カルス伏根　C：カルス

正常根発生率は－IRA7ppmの85％が崩も高かった0発

根率はNAA3ppmの123％が最も高く，次いでNA＾

5ppmの105％，NA＾lppm及びIBA7ppmの100％の

順であった。

初代培地のオーキシンと順化時の活着率との関係を表2

に示した。

供試茎端数に対する活着率は113A7ppmの90％及び

表2　初代培地のオーキシンと順化時の活着（順化30日後）

試 験 区 供 試 数 爪良化 数 発 根 伏 態 と と活 着 率 （矧 活 着 数 C ／B　 C ／A

Nm （A ） （B ） N R　 C R　 C ＋N R C ＋C R （C ） （％） （㈲

2 20 9 10 0　 100　　 －　　 － 9　 10 0　　 4 5

3 20 13 92　　 －　　 －　　 － 12　　 9 2　　 6 0

4 40 36 84　　 25　　 －　　 － 28　　 78　　 7 0

5 2 0 2 0 100　　　 0　 10 0　　 － 18　　　 90　　 9 0

6 20 17 93　 】00　　 －　　 － 15　　 88　　 75

7 20 1 100　　 －　　 －　　 － 1　 100　　 5

8 20 1 1 9 1　 －　　　 －　　　 － 10　　 9 1　 50

9 20 8 67　　 6 7　　　 0　　 0 4　　 50　　 20

10 20 20 9 0　　　 0　　 67　　 40 13　　 65　　 65

ll 4 0 49 10 0　　　 0　 100　　 37 3 3　　 67　　 85

12 2 0 2 1 10 0　　　 0　　 83　　 55 14　　 67　　 70

13 20 2 10 0　　 －　　 －　　 － 2　 10 0　 10

14 20 4 】00　　 【　　 一　　　 一 4　 100　　 20

15 20 10 88　　 50　　 －　　 － 8　　 8 0　　 40

注．Nfi：正常根　CR：カルス状椴　C：カルス
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N＾A3ppmの85％が高かったが，これは発根率及び発根

状態に起関するものと考えられる。

（21継代培地の支持材（移植発芽法）

継代培地の支持材と発根との関係を表3に示した。正常

表3　継代培地の支持教材と発根（置床44日後）

と死線率憮1

m
釣
針

B
A
騨

持　　 材 供式 敷 党風 状態

前　　 党 棍 練 （偶 ） N R　 C Iモ

バー ミキュ ライト 4 0 46　　 10

寒 天 2 0 45　　　 5
無移 柄 2 0 65　　 70

キ＿－ライト　 無持 続 2 0 45　　 t（）

無移 他 2 0 50　　　 0

パー ミキ．1 ライト 2 （） ． 85　　 】0

堰 人 2 0 85　　 10
無持続 2 （） R5　　　 5

ytl）発根剤ま択味掛こ対する繁で′示した　り培養叫に増朔した個体を含む）。
2）　NR：l仁常根　　CR：カルス扶根　　C：カーレス

棍発／1ミ率には，明らかな支持材の影矧は認められなかった。

発根率は，N＾＾3ppm寒天無移植区が培養中の増殖個体

が多く195％と高く，バーミキュライト無移植区では

60％と低かった。

解代培地の支持材と帽化時の活着率との関係を表4に示

した。供試茎端数に対する活着率は，バーミキュライト無

移植区では0％　濾紙無移植区では60％と低かったが，そ

表4　継代培地の支持材と順化時の活着（順化30日後）

試 験 区

Nn

l供 式 敷

（A ）

順 化 数

（B ）

発 根 扶 態 と と活 椚 率 脚　 活 恭 敬　 C ／B　 C ／A

N R　 C R　 C ＋N R C lt R （C ）　 ㈲　 ㈲

16 4 0 49 10 0　　　 0　 10 0　　 3 7　　 33　　　 67　　 8 5

17 20 23 】0 0　　　 0　　 86　　 5 0　　 18　　　 78　　 9 0

18 20 39 8 5　　　 0　 】0 0　　 29　　　 は　　　 46　　 9 0

Ⅰ9 20 12 0　　　 0　　　 0　　 －　　　 0　　　　 0　　　 0

20 20 20 7 0　　　 －　　 5 6　　　 0　　 i2　　　 60　　 60

2 】 20 20 10 0　　　 0　 】0 0　　 －　　 18　　 090　　 90

22 20 19 10 0　 10r）　　 一　　 一　　 19　　 100　　 95

23 20 20 10 0　　 川0　　　 －　　 50　　 19　　　 95　　 95

注．NR：正常根　　CR：カルス伏根　　C：カルス

表5　無移植発根培地のオーキシンと発根（置床40日後）

ト一 手 シ ン 供 式 敷　　 発 根 状 態 こ

泊 濃 度 （脚 ） （個 ）　 N R　　 C R

B A　　 O ．1 2 0　　　 9 5　　　 0

0 ．5 2 0　　　 7 0　　　 0

1．0 2 0　　　　 5　　　　 0

3 ．0 2 0　　　 10　　　 0

5 ，0 2 0　　　　 0　　　　 0

7 ．0 2 0　　　　 0　　　　 0

A A　　 O ．Ⅰ 2 0　　　 】0　　　　 0

0 ．5 2 0　　　 2 0　　　　 0

1．∩ 2 0　　　 10　　　　 0

3 ．0 2 0　　　 8 0　　　 0

5 ．0 2 0　　　 5 0　　　 0

7 ．0 2 0　　　　 5　　　　 0

と発根率脚　　発根率
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注．1）発根やほ置昧数に対する％で示した（培養中に増崩した個体
を含む）。

2）　NR：正常根　　CR：カルス状根　　C：カルス

の他の区では85－95％であった。

NAA3ppmの寒入無移植区は培養中に増殖した個体

が多かったが，大部分がカルス状根であるため，活着率が

低くなったと考えられる。

（3）オーキンの種類と濃度（無移植発根法）

無移植発根培地のオーキシンと発根との関係を表5に示

した。正常根発生率は，lBAO．1ppmの95％が最も高かっ

た。発根率は，IBAO．1ppm及びIAA3ppmの125％が

高かった。

無移植発根培地のオーキシンと順化時の活着率との関係

を表6に示した。順化数に対する活着率は33％以下，供試

蓑6　無移植発根培地のオーキシンと仙引ヒでの活着
（順化30日後）

試 験 区 供 式 敷 順 化 数 発 根 状 態 ご と 活 着 率 （％ 1 活 着 数　 C ／B　 C ／A

仙 tA ） （B l N R　 C R　 C ＋N R C －トC R （C ）　 （！6 ）　 L％1

2 4 2 0 2 5 2 6　　 －　　 17　　　 －　　 6　　　 2 4　　 3 0

2 5 2 0 2 2 】4　　 －　　 】3　　　 －　　　 3　　 1 4　　 Ⅰ5

2 6 2 0 】7 lr）0　　 －　　 19　　　 －　　　 4　　　 2 4　　 2 0

2 7 2 0 2 1 0　　 －　　 3 9　　　 0　　　 7　　　 3 3　　 3 5

2 8 2 〔l 1 7 一　　 一　　 2 9　　　 －　　 5　　　 2 9　　 2 5

2 9 2 0 1 5 一　　 一　　　 0　　 】7　　 1　　　 7　　　 5

3 0 Z n 1 2 0　　 －　　　 0　　　 －　　　 0　　　　 0　　　 0

3 】 2 0 1 0 5 0　　 －　　 17　　　 －　　　 3　　　 3 3　　 】5

3 2 2 0 1 7 0　　 －　　 2 1　　 0　　　 3　　 18　 】5

3 3 2 0 2 5 1 9　　 －　　　 0　　　 0　　　 3　　 12　　 1 5

3 4 2 0 2 1 】0　　 －　　　 9　　　 －　　　 2　　 10　　 1 0

3 5 2 0 19 10 0　　 －　　　 7　　　 0　　　 2　　 1 1　 1 0

注．NR：正常桐　　CR：カルス状根　　C：カルス

茎端数に対する活着率も35％以下と低かった。

無移柄発根法による発根個体は移柄発根法と異なり擬葉

が末展開で軟弱であったため．本試験の順化方法では活着

率が低かったと考えられる。

4　ま　　と　　め

アスパラガスの組織培養による人足増殖技術を確立する

ため．順化での活着率が高い発根培養方法について検討し

た。茎端2mmをIBA7ppm又はNAA3ppmを含むNIS

寒天培地で4日間培養後．ホルモンフリーのMS寒天培地

に移植する方法が発根率，活着率及び作業効率からみて巌

も良く．置床茎端の90～95％が活着前となった。

しかし，活着後の苗の生育が不揃いであり，均一一な苗に

生育する順化方法について今後の検討が必要である。
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